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外縁の記憶と大塚さん

渡遥 芳樹日本赤十字社 常任理事

大
塚
義
治
さ
ん
（
日
本
赤
十
字
社

名
誉
社
長
）
が
当
誌
に
１
０
０
回
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
「
休
題

閑
話
」
が
昨
年
1
0月
2
4日
号
を
も
っ

て
終
了
し
た
。
数
年
前
か
ら
癌
の
治

療
が
続

い
て

い
た
大
塚

さ
ん
で
は

あ
っ
た
が
本
年
１
月
下
句
に
突
然
の

訃
報
に
接
し
た
。
残
念
至
極
で
あ
る
。

心
よ
り
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

厚
生
省
入
省
５
年
先
輩
の
大
塚
さ

ん
に
は
保
険
局
長
時
代
、
事
務
次
官

時
代
と
二
度
に
わ
た
り
医
療
・
年
金

改
革
と
続
い
た
大
変
困
難
な
状
況
で

お
仕
え
し
心
の
こ
も
っ
た
御
指
導
を

受
け
た
。
ま
た
私
か
2
0
1
7

年
日

本
赤
十
字
社
常
任
理
事
に
選
任
さ
れ

今
日
に
至

っ
た
と

い
う
御
縁
も
あ

る
。大
塚
さ
ん
は
東
京
の
下
町
生
ま
れ

だ
が
戦
後
幼
く
し
て
移
住
し
て
北
関

東
の
山
村
で
育
っ
た
。
そ
の
後
、
都

立
上
野
高
校
に
進
学
し
東
京
大
学
を

卒
業
さ
れ
た
。
私
は
大
塚
さ
ん
の
１

年
先
輩
で
同
じ
高
校
卒
の
和
田
勝
さ

ん
か
ら
何
か
に
つ
け
て
大
塚
さ
ん
を

大
切
に
す
る
言
葉
を
聞
か

さ
れ
て

育
っ
た
。

私
は
北
海
道
の
小
さ
な
市
の
生
ま

れ
育
ち
。
内
地
に
あ
ら
ざ
る
外
縁
の

地
だ
。
小
中
高
校
と
も
に
近
く
の
公

立
校
。
東
京
大
学
に
進
み
厚
生
省
に

大
省
し
た
。
職
場
に
先
輩
後
輩
は
皆

無
だ
っ
た
。
自
分
と
一
緒
に
し
て
は

誠
に
恐
縮
だ
が
、
お
仕
え
す
る
以
前

よ
り
何
故
か
片
田
舎
育
ち
の
親
近
感

を
抱
い
て
い
た
。

大
塚
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
は
洗
練
さ

れ
冷
静
沈
着
で
思
い
や
り
に
溢
れ
、

説
明
資
料
づ
く
り
は
緻
密
、
本
屋
好

き
の
読
書
家
で
文
章
の
質
も
極
め
て

高
い
。
私
の
場
合
は
、
祖
父
母
が
東
京
で

の
生
活
破
綻
の
末
に
旧
仙
台
藩
角
田

の
縁
を
辿
っ
て
北
海
道
に
渡
っ
た
。

父
母
の
代
も
祖
母
と
６
人
の
子
供
を

抱
え
生
活
上
の
苦
労
は
大
変
な
も
の

だ

っ

た

。

た

だ

、

私

の

代

で

も

東

京

都

に

本

籍

を

置

い

た

ま

ま

。

東

京

都

出

身

と

さ

れ

る

こ

と

も

多

か

っ

た

。

良

し

悪

し

だ

が

先

祖

の

贈

り

物

で

あ

る

。

大

学

紛

争

盛

ん

な

高

校

時

代

に

父

祖

の

地

東

京

に

関

心

が

強

ま

り

、

郷

里

か

ら

の

生

活

支

援

も

乏

し

い

ま

ま

上

京

し

た

。

自

分

の

出

自

と

使

命

を

ど

う

考

え

行

動

す

べ

き

か

結

構

思

案

し

た

も

の

だ

。

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

は

私

を

育

て

た

第

二

の

郷

里

。

大

使

時

代

を

含

め

６

年

余

の

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

勤

務

。

そ

の

間

に

出

会

っ

た

岡

沢

憲

芙

早

稲

田

大

学

教

授

は

北

欧

政

治

学

の

権

威

、

若

き

頃

敢

え

て

欧

州

諸

帝

国

の

外

縁

（
ｐ
ｅ
ｒ
ｉｐ
ｈ
ｅ
ｒ
ｙ

　
!
ベ

リ

フ

ェ

リ

）
に

着

目

し

、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

を

自

ら

の

学

問

の

中

心

に

据

え

た

。

確

か

に

歴

史

上

ロ

ー

マ

帝

国

に

取

り

込

ま

れ

ず

、

そ

の

外

縁

で

ロ

ー

マ

法

の

影

響

も

受

け

ず

に

独

特

の

国

民

性

を

育

て

超

先

進

国

に

駆

け

上

が

っ

た

国

で

あ

る

。

私

は

、

常

に

外

縁

か

ら

中

心

を

俯

瞰

し

、

国

と

社

会

保

障

の

行

く

末

を

見

極

め

行

動

し

よ

う

と

心

に

決

め

て

き

た

。

大

塚

さ

ん

は

ど

う

御

覧

に

な

っ

て

い

た

で

あ

ろ

う

か

。
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